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 要  旨 
近年、インターネットの急速な普及拡大につれて、マルチメディアの需要が増大している。
その一方で、インターネットを介した静止画像や電子文書などの情報が不正にコピーされる
問題がクローズアップされてきており、著作権管理が緊急の課題となっている。その対策の
一つとして、それらの情報に電子透かしを設定することが提案されている。 
 本論文では、電子透かし技術の一つの手法として、バイポーラ方式を 2 次元 DWT（離散
ウェーブレット変換）領域に対して適用する方式を提案する。バイポーラ方式とは、1 対の
正・負極性のゲイン係数を用いて透かし情報を埋め込むことにより、透かし埋め込み強度を
高める方式である。 
 今回は、2 次元 DWT により、一般的なオクターブ分割と呼ばれる分割方法ではなく、一
枚の画像を 16 個のウェーブレットパケットに分割し、それらの中高域にあたる中央 4 領域
に透かし埋め込みを行うことにより、透かし情報の埋め込み量を確保する。バイポーラ方式
を用いることで、従来方式と比べ、理論上ゲイン係数が２倍になり、透かし検出時の性能向
上が期待できる。さらに、バイポーラ方式の透かし検出の場合、常に相互相関関数のピーク
値が正に立つように設定されているが、バイポーラ方式に改良を加えた提案方式の場合、ピ
ーク値が最大となるように正・負の極性を選択することで検出時の性能向上が期待できる。
また、濃淡画像（256×256 画素、256 階調）に対して、バイポーラ方式と提案方式は誤り率
0%の理想的な場合では 56[byte]（＝7[bit]×64 対）の透かし情報を検出可能である。又、誤
り率 32％まで許容した通常の場合では 6[bit]（＝64 対）の透かし情報を確実に検出すること
ができる。 
3 方式（従来方式、バイポーラ方式、バイポーラ方式に改良を加えた提案方式）で透かし
埋め込みを行った複数のテスト画像に対して、5 種類の基本的な攻撃（有歪み圧縮（JPEG）、
白色雑音の付加、クリッピング、ガウシアンフィルタ、メディアンフィルタ攻撃）の耐性を
検証した。その結果、従来方式に比べ、バイポーラ方式と提案方式は、JPEG 圧縮攻撃では
約 5%～10％の性能向上し、ガウシアンフィルタ攻撃では約 40％の性能向上が確認できた。
さらに、白色雑音付加攻撃では、提案方式は、バイポーラ方式よりも約 7％の性能向上を確
認することができた。 
 
